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3 プロジェクト管理
企業にとって、情報システムの導入は頻繁に行われるもの
ではなく、不慣れなイベントです。しかし、システム導入
プロジェクトを成功させるためには、プロジェクトを適切
に管理することが重要であり、いかにプロジェクトを適切
に管理するかが企業にとっての課題となります。プロジェ
クト管理をシステム導入ベンダー等に任せきりにすると、
ベンダーに不都合な情報が報告されない可能性があります。

情報システムの導入は、多額のコストと人的資源を長期間にわ
たって投入し、企業の業務プロセスの中核に重要な影響を与える
とともに、財務報告に係る内部統制にも重大な影響を与えます。

しかし、新システム導入の際に、会計や内部統制を含む業務要件
が適切に検討・実現されていなかったり、プロジェクトが中断し
て開発中のシステムが廃棄される等のシステム導入の失敗事例は、
今日においても発生し続けています。

あずさ監査法人は、企業がシステム導入プロジェクトを成功に導
くための適切なプロジェクト管理を実現し、新業務プロセスと新
システムにおける効果的かつ効率的な内部統制を実現するために、
システム導入プロジェクトの全フェーズにわたって、リアルタイ
ムにプロジェクトや内部統制のアセスメントを実施するサービスを
提供しています。

システム導入中における
リアルタイム・アセスメントサービス

システム導入時の内部統制上の3つの課題

1 適切な会計処理や内部統制要件の検討
システム導入の現場では、適切な会計処理や内部統制の
要件が見落とされたり、十分に検討されていないケース
が散見されます。会計や内部統制の検討が不十分な場合、
本番稼動後に会計処理や内部統制に関して「予期しない
驚き」や「多額の追加コストを必要とする大幅なシステ
ム変更」が必要となる可能性があります。

2 効率的な内部統制の構築
従来のシステムや業務を前提にした内部統制を、新シス
テムと新業務プロセスでもそのまま踏襲してしまうケー
スが散見されます。新システムや新業務プロセスを前提
にして、ERPパッケージの特徴や機能を活用した効率的
な内部統制が明示的に検討されない場合には、非効率な
マニュアル統制で対応することになり、本番稼動後の内
部統制の実施コストや評価コストが増大する可能性があ
ります。

あずさ監査法人は、会計、内部統制、ITおよびERP
の専門家が、監査の専門家の観点でアセスメントを実
施することにより、本番稼動してから会計処理や内部
統制上の「予期しない驚き」や「多額の追加コストを
必要とする大幅な変更」が発生するリスクを低減させ
ます。

あずさ監査法人は、会計、内部統制、ITおよびERPの
専門家が、ERPの特徴や機能を理解したうえでアセス
メントを実施し、内部統制のデザインや実装に関する
所見と助言を適時に提供することにより、ERPの機能
を活用した、より効果的かつ効率的なコントロールを
低コストで整備することを支援します。

あずさ監査法人は、システム導入プロジェクトに精通し
た専門家が、プロジェクトから独立した立場からプロ
ジェクトおよびプログラム開発コントロールのアセスメ
ントを実施し、プロジェクトの期日や目標達成等に脅威
を及ぼすおそれがあるリスクや、プロジェクト管理上の
問題点や課題等について所見と助言を提供し、企業がプ
ロジェクトを成功に導くための適切なプロジェクト管理
の実現を支援します。
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1. 業務プロセスとアプリケーションコントロールのアセスメント例

設計・導入中の新業務プロセスに係る内部統制が、本番適用された際に十分にリスク
を低減する内容になっているかどうか事前に以下のアセスメントを実施します。

 要件定義の成果物のアセスメントを実施したり、要件定義のミーティングに参加
して、新業務プロセスの要件定義において会計要件や内部統制要件が適切に考慮
されているかどうかを確認し、所見と助言を提供

 新業務に係る内部統制関連文書のアセスメントを実施し、アプリケーションコン
トロールおよびマニュアルコントロールのデザインについてあるべき姿との
ギャップ分析を実施し、所見と助言を提供

 ユーザのアクセス権が職務分離を考慮して適切に設計され、設計通りに設定され
ているかどうかのアセスメントを実施し、所見と助言を提供

 併行稼動環境でアプリケーションコントロールとマニュアルコントロールのアセ
スメントを実施し、所見と助言を提供等

2. IT全般統制とデータ移行のアセスメント例

プロジェクト管理を含むプログラム開発コントロール、開発環境と新システムの本番
環境のIT全般統制、およびデータ移行に係る内部統制等が十分にリスクを低減する
内容となっているかどうか事前に以下のアセスメントを実施します。

 プロジェクト管理を含むプログラム開発コントロール（開発プロセスと開発環境
のIT全般統制の方針や、開発・変更管理手順およびIT全般統制に関連する開発環
境の設定を含む）のアセスメントを実施し、所見と助言を提供

 新システム環境のIT全般統制の方針やIT全般統制に関連する設定内容のアセスメ
ントを実施し、所見と助言を提供

 データ移行の方針、手続、移行結果および移行前と移行後のデータ照合手続の
アセスメントを実施し、所見と助言を提供

 本番稼動計画やトレーニング計画のアセスメントを実施し、所見と助言を提供等

① 業務プロセスとアプリケーションコントロールのアセスメント

② IT全般統制とデータ移行のアセスメント
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サービス対象領域と実施タイミング

あずさ監査法人は、システム導入プロ
ジェクトの計画段階から本番稼動後に
至るすべてのフェーズにわたって、シ
ステムの導入中からリアルタイム（適
時）に内部統制のアセスメントを実施
します。
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